
r 表示の殻模型の必要性
Glendenning, 58Ni(α,α)

Ex = 1.45 MeV, Eα = 43MeV

pure Coul.

PWBA

DWBA
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Satchler

‘Direct Nuclear Reactions’

TDW ∝< χ(−)|ff |χ(+) >

40Ca(h,h’) 37.7 MeV
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23Al+12C,  EAl=1702 MeV

|<Re(V)>/20|

|<Im(V)>/20|

|Re(V)|

|Im(V)|

< V >=

∫
dΩ χ∗(R)V (R)χ(R)

DWBA 系の解析手段では、核内は観測
出来ない

Tobocman の教科書に、既に書かれて
いる
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parentage expansion

ΨB(ξ, rc) =
∑

S(A′, c)[ΨA′(ξ)ψc(rc)]B

ff(p, t) ∝
∑

a b

Sa b < ψt|ψa(ra)ψb(rb) >

ψa or b の束縛エネルギーは如何に？

BE/2 method or hankel match ?

村岡、泉本 等
→ この選択で、断面積が変動する

tail region 迄、正しい核模型が必要！
r 表示の殻模型を！

4



殻模型 Hamiltinian H:

H =
∑
α

εac
†
αcα+

∑

αβγδ

Vαβγδc
†
αc

†
βcδcγ

Vα,β,γ,δ ∝
∑

(CG)×H(a, b, c, d; IT )

εa と H(a, b, c, d; IT ) の
決定に集約され
動径依存性は、は見えなくなる

これらのパラメータを与える
相互作用 はなにか？
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ANC 概念の提案

実験屋から理論家への不信任の表明

Hamiltonian H = H0 +H′
H0ψi = Eiψi

Ψ =
∑
i aiψi ∼ a1ψ1 + a2ψ2

Ψ → exp(−√
2µE2/~)

もう一つの問題点

Ψ を展開する基底は？

直交関数系は無限 (ℵ) !

漸近形は関数系に依存する
理論的に、確定された事にはならない
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核反応解析プログラムの共有化

計算機コストが１００ー１０００億円

高効率のプログラム開発

TWOFNR の高エネルギー対応
重イオン対応

公開

計算機センターのライブラリー

INS プログラム管理委員会
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触媒 核融合

CDCC 方程式を
散乱状態を入射チャネル
束縛状態を終状態とし
S 行列を計算する。
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高密度下で、有効に効くのではないか

温度平衡に達する時定数の決定

どなたか、定式化されませんか？
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